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１．概要（Summary） 

次世代の骨修復材料には、適切な機械的特性とともに

細胞や組織の挙動を制御する機能の発現が求められて

いる。この機能を満たす材料として、生体分子に類似した

ポリペプチドと無機結晶を複合化した骨類似型有機／無

機複合体が期待されている。骨に類似した複合体を構築

するには、ポリペプチドの配列した官能基によるヒドロキシ

アパタイト（HAp）結晶の形成の誘起が重要となる。 

本研究では、有機／無機複合体を構築するための有

機基板として、エラスチン類似ポリペプチド 1)のナノシート

に着目した。エラスチン類似ペプチドのナノシート表面に

存在する配列した官能基は、HAp 結晶の核形成を誘起

すると期待される。本報告では、ナノシートの周期構造や

平滑性を調べ、有機基板としての適性を評価した結果に

ついて述べる。 

 

２．実験（Experimental） 

・利用した主な装置 

 原子間力顕微鏡(AFM) 

 

・実験方法 

エラスチン類似ポリペプチドをトリフルオロエタノール 

(TFE) に溶解して 37 ºC で保持し、ポリペプチド集合体

を形成させた。これをマイカ基板に吸着させて自然乾燥し

たのち、原子間力顕微鏡(AFM)で観察した。 

 

３．結果と考察（Results and Discussion） 

エラスチン類似ポリペプチドを TFE 中で 1 週間保持し

たあとに得られた集合体の AFM像を Figure 1に示す。

高さ像 (Figure 1(a)) より、幅 2~3 μm 程度、高さ 150 

nm程度の平板の集合体が観察された。集合体表面の振

幅像 (Figure 1(b)) に、明確なステップ構造が観察され

た。高さ像の断面解析 (Figure 1(c)) より、ステップの表

面は平滑で、ひとつのステップは 4～6 nmになることがわ

かった。このように明確なステップ構造が観察されたことか

ら、ポリペプチドは分子が配列した結晶構造を形成してい

る可能性が高い。エラスチン類似ポリペプチドのナノシー

トは、分子の結晶性に由来する配列した官能基を持ち、

HAp 結晶の核形成を誘起する基板になり得ると期待され

る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Figure 1．AFM images of a nanosheet of elastin-like 

polypeptides adsorbed on a mica substrate. (a) 

height image, (b) amplitude image, and (c) heights 

of layers determined from the section analysis. 
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